
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
六
年
十
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

二

五

号

米
軍
再
編
と
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
関
す
る
質
問
主
意
書

25



米
軍
再
編
と
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
国
は
、
世
界
的
規
模
で
の
米
軍
再
編
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
米
軍
再
編
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
下
で
米
軍
の
「
変
革
」
（tra

n
sfo
rm
a
tio
n

）
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
よ
う

に
、
広
範
囲
な
意
味
で
軍
隊
の
変
革
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
米
国
防
長
官
も
、
米
軍
変
革
に
関
す
る
国
防
総
省
の
指
針
の
中
で
、
「
我
々
は
現
在
の
能
力
だ
け
で
な

く
、
思
考
様
式
、
判
断
方
式
、
そ
し
て
戦
い
方
ま
で
も
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

米
軍
の
再
編
計
画
が
進
む
中
で
日
米
間
に
お
い
て
在
日
米
軍
の
再
編
協
議
が
行
わ
れ
、
日
米
双
方
が
提
示
す
る
具
体
的
な
案

が
マ
ス
コ
ミ
等
で
さ
ま
ざ
ま
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
、
米
軍
再
編
が
在
日
米
軍
基
地
の
約
七
五
％
が
集
中
す
る
沖
縄
の
基
地

負
担
を
軽
減
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
政
府
が
米
国
に
対
し
主
体
的
に
発
言
し
、
積
極
的
に
要
求
す
べ
き
で
あ
る
、
と

考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
米
軍
再
編
と
関
連
し
て
、
政
府
の
中
で
「
日
米
安
保
条
約
を
再
定
義
す
べ
し
」
と
か
「
い
わ
ゆ
る
極
東
条
項
を

見
直
す
べ
き
だ
」
と
の
議
論
が
あ
る
や
に
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
在
日
米
軍
再
編
が
日
米
同
盟
の
強
化
や
米
軍

と
自
衛
隊
の
一
体
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一



よ
っ
て
以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
米
軍
再
編
に
伴
う
在
日
米
軍
再
編
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
基
本
姿
勢
で
日
米
間
の
協
議
に
臨
ん
で
い
る

の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
在
日
米
軍
問
題
に
つ
い
て
の
最
終
合
意
の
取
り
ま
と
め
は
い
つ
頃
ま
で
に
行
わ
れ
る
見

通
し
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
日
米
協
議
の
中
で
、
米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
（
ワ
シ
ン
ト
ン
州
）
の
キ
ャ
ン
プ
座
間
（
神
奈

川
県
）
へ
の
移
転
が
米
国
政
府
か
ら
提
案
さ
れ
、
政
府
は
か
か
る
提
案
を
拒
否
し
た
、
と
の
複
数
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
あ
る

が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
の
キ
ャ
ン
プ
座
間
へ
の
移
転
は
、
在
日
米
軍
の
司
令
部
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
在
日
米

軍
等
の
戦
略
機
能
及
び
活
動
範
囲
を
中
東
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
の
キ
ャ
ン

プ
座
間
へ
の
移
転
は
、
在
日
米
軍
の
活
動
範
囲
を
定
め
た
日
米
安
保
条
約
第
六
条
の
い
わ
ゆ
る
極
東
条
項
に
違
反
す
る
と
考

え
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

町
村
�
孝
外
務
大
臣
は
、
去
る
十
月
十
六
日
、
那
覇
市
内
に
お
け
る
記
者
会
見
で
、
「
新
し
い
脅
威
に
ど
う
対
応
す
る

か
、
幅
広
い
視
点
で
議
論
を
始
め
て
い
る
。
頭
か
ら
日
米
安
保
条
約
や
極
東
条
項
あ
り
き
だ
と
議
論
が
狭
く
な
る
。
頭
を
軟

二



ら
か
く
、
広
い
視
野
で
大
局
的
議
論
を
し
て
行
く
の
が
大
切
だ
」
と
の
趣
旨
の
発
言
を
さ
れ
、
在
日
米
軍
再
編
問
題
に
つ
い

て
日
米
安
保
条
約
が
規
定
す
る
「
極
東
条
項
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
テ
ロ
と
の
新
し
い
脅
威
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
の
観
点
か

ら
幅
広
く
議
論
す
べ
き
と
の
認
識
を
示
し
た
、
と
地
元
紙
は
報
道
し
て
い
る
。
（
平
成
十
六
年
十
月
十
七
日
付
琉
球
新
報
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
）

町
村
�
孝
外
務
大
臣
発
言
の
真
意
と
、
政
府
は
、
日
米
安
保
条
約
第
六
条
の
い
わ
ゆ
る
極
東
条
項
を
変
更
す
る
こ
と
も
や

む
な
し
と
の
方
針
な
の
か
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

細
田
博
之
官
房
長
官
は
、
去
る
十
月
十
六
日
、
松
江
市
内
で
記
者
会
見
し
、
在
沖
米
軍
の
海
外
移
転
問
題
に
つ
い
て
、

「
日
本
政
府
は
、
沖
縄
以
外
の
場
所
に
移
っ
て
ほ
し
い
、
で
き
れ
ば
海
外
移
転
を
希
望
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上

で
、
「
米
側
も
か
な
り
内
部
で
検
討
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
、
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

（
平
成
十
六
年
十
月
十
七
日
讀
賣
新
聞
）

細
田
官
房
長
官
の
発
言
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
発
言
と
も
思
え
る
が
、
内
閣
の
責
任
あ
る
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
発
言
と
し

て
重
く
受
け
止
め
た
い
。

ま
た
、
小
泉
総
理
も
去
る
十
月
七
日
、
ア
ジ
ア
欧
州
会
議
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
首
脳
会
議
出
席
の
た
め
訪
問
し
た
ベ
ト
ナ
ム
で

三



同
行
記
者
団
に
対
し
、
「
在
沖
米
軍
基
地
の
国
外
移
転
は
あ
っ
て
も
い
い
」
と
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
泉
総

理
や
細
田
官
房
長
官
の
発
言
を
総
合
す
る
と
、
在
沖
米
軍
基
地
の
海
外
移
転
が
政
府
の
方
針
と
理
解
す
る
が
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

六

小
泉
総
理
は
、
第
一
六
一
回
臨
時
国
会
冒
頭
に
お
け
る
所
信
表
明
で
、
「
在
日
米
軍
の
兵
力
の
構
成
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
二
十
一
世
紀
の
国
際
情
勢
に
適
応
し
た
我
が
国
の
安
全
保
障
の
確
保
と
、
沖
縄
等
の
地
元
の
過
重
な
負
担
の
軽
減
を
図

る
観
点
か
ら
、
米
国
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

小
泉
総
理
が
右
所
信
表
明
で
述
べ
ら
れ
た
「
我
が
国
の
安
全
保
障
の
確
保
と
、
沖
縄
等
の
地
元
の
過
重
な
負
担
の
軽
減
を

図
る
観
点
か
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
る
「
観
点
」
と
は
い
か
な
る
方
策
な
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

沖
縄
に
お
け
る
基
地
負
担
の
軽
減
を
実
現
す
る
に
は
在
沖
米
海
兵
隊
の
す
べ
て
の
海
外
移
転
が
必
要
で
あ
り
、
政
府
の
対

米
要
求
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
は
可
能
だ
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

沖
縄
に
お
け
る
基
地
負
担
の
軽
減
を
実
現
す
る
に
は
、
緊
急
に
現
下
の
「
危
険
の
排
除
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は

普
天
間
飛
行
場
の
閉
鎖
と
海
外
移
設
、
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
の
中
止
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
お
け
る
都
市
型

戦
闘
訓
練
施
設
の
建
設
中
止
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



右
質
問
す
る
。

五


